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給の間題からも一層高まってきている．

　他方において人間活動が原因となっている環境汚染は

気候にも影響を与えているのではないかと懸念されるよ

うになってきた．このような情勢に対するためにGARP

は次の目標を気候および気候変動の機構の解明に向けよ

うとしているのである．

　これを外部から支持してくれる太い柱として，1972年

にストックホルムで行われた国連の“人間環境会議”は

WMOとICSUに対し，GARPをけい続することを
勧告し，さらに必要とあらば，大気の大循環，気候変動

の原因，およびその原因が自然のものか，人間活動によ

るものか等をより深く解明するために新しい計画を樹立

することを勧告している．

　JOCはこのような情勢のもとで1974年ストックホル

ムに約50名の専門家を集めて，“気候および気候変動の

物理的根拠”というテーマのもとに研究集会を持ち，気

候の研究にいつての現状分析を行った．そしてその会議

の勧告に基いて，J㏄は差当り，“GARP　Climate

Dynamics　Subprogramme”なるものを設けた．これは

NEPと同様少数委員による作業委員会を設けて活動す

るという性質のSub－programmeであって，国際協力に

ょって観測を行うというSub－programmeではない．

設けられた作業委員会の1つはHasselmannを委員長

にして，“Coupled　Ocean－Atmosphere　Models”にい

つて検討するもので，他はSuomiを委員長にして，

“Extended　Cloudiness　and　the　Radiation　Budget，，に

いつて検討する委員会である．第1の問題が広帆な内容

をもち一筋縄で行かないことは周知のことであるが，第

2の間題も大規模な力学的，熱力学的現象によって雲が

生ずると，それによって放射物が変り，それは力学，熱

力学的状態とfeed　back作用を及ぼす．何れも気候の問

題としてもよいが，寧ろ大循環の問題として困っている

間題であり，作業委員会が独自で解決出来る問題でもな

さそうであるから，作業委員会の役割はこれらの間題に

関する情報と周知を集め，今後の研究の基盤を作ること

でろあう．

　Jocは気候研究に関するもつと長期的な計画とし

て，1980年代に“GARP　Climate　Dynamics　Decade”

として，10年間を予定した研究計画を設定することを目

標にして，1975年～’80年をその準備期間とすることに

きめた．気候変動に対する社会の関心が高いにも拘ら

ず，このように可成り先に計画実施期間を置いたのは，

なかなか慎重にして，かつ腎明な措置である．それほど

気候の問題はその理論的な解決も難しいと共に，観測面

でも衛星観測が一層重要性を増し，太陽常数，放射収

支，雲，表面アルビード，オゾン，大気成分，エアロゾ

ル，人類による発熱量等々の経年変化が必要となってく

るので，相当期間の準備が必要であるからである．

　わが国でも1980年代には独力で気候の研究にも貢献出

来るような静止静星が打上げられることを期待したい．
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　1975年9月22日から26日までの5日間，FGGE政府

間パネル（Inter－govemmentalPanelonFGGE）の

第2回会議がジュネーブのWMO本部で開かれた．こ

のパネルは第25回執行委員会（1973年9月）の決議6に

より設立されたもので，それによるとパネルはFGGE

の細部計画と実行に関するあらゆる施策の中心的役割を

果すべきものとされている．構成は第1回の時とほとん
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ど同じであったが，ただアルゼンチンとイランがWMO

執行委員会の決議により新たに参加し，一方オーストラ

リアが欠席したため代表を派遣したのは次の11力国であ

った．すなわち米，ソ，英，西独，仏，日，加，イラ

ン，ナイジェリア，ブラジル，アルゼンチンである．ま

た前回同様GARP関係機関であるICSU，CBs，JoC，

10C，ESA，GAO及びWMO事務局の各代表が会議
に参加した．

　会議は9月22日午前10時に開会，WMO事務局長の

あいさつに続き前回同様フラソスのGossetが議長とな

、天気”23．1．
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り議題の審議にはいった．以下おもな議題と得られた結

論にいつて概要を述べる．

　1．FGGE観測組織

　シミューレション実験．すでに行われた数値実験を，

GATEの結果にもとづく一層現実的な仮定のもとに繰

りかえした結果が報告された．それによると熱帯の観測

網は1，000km間隔ではベクトル風の誤差が2mps以上

であるが500km間隔にすると誤差は1．5mps以下に

なる．このため場所によって観測の間隔を変えITCZ

の活動域では観測網を密にする必要があることが議論さ

れた．　また南半球のブイ観測網は20－650Sの範囲

に間隔1，000kmで展開する方が，小範囲に密な観測網

を張るより成績が良いことがわかった．

WWW地球観測組織はFGGEの基礎となるもので

あるが事務局長の提出した資料によれぽWWW観測

の実施状況は十分でないことがわかった．これを改善す

るには特に熱帯の観測に重点を置き，赤道地方の高層観

測点の増設と1日2回の観測実施，アフリカ及び南米奥

地での夜間観測の自動化と気象衛星による集信，データ

の少ない海域からの船舶観測通報の充実等に努めるべき

である．また高層観測網の改善にはVAPに期待する

ところが大きいのでVAP供与国の会合を開くべきで

ある．パネルはこれら各頁の実現のためWMO事務局

長及びGAOが適当な処置を講ずるよう勧告した．

　赤道熱帯複合観測組織JOC委員長より従来の観測

組織計画を次のように変更する必要があることが報告さ

れパネルはこれを承認した．すなわち熱帯の風観測の間

隔は従来計画されていた500kmを成層圏で4，000km，

対流圏の活動域で350－500km，非活動域で500－700km

とする．ここに活動域とは熱帯じょう乱にいつて定義し

た幅が緯度10度の赤道地帯で，特別観測期間SOP　I

（1，2月）とSOPπ（5，6月）では位置が異なる．ま

た鉛直分解能にいつては従来4層であったのを5層に改

める．

　この必要性を満たすため次の5つの赤道観測組織の構

成が勧告された．

　（a）WWW高層観測網．全観測点でレーウィン観測

を1日2回実施する．

　（b）キャリアバルーンシステム（CABALS）．それ

ぞれ100個のドロヅプゾンデを搭載した気球80個を赤道

成層圏に放球し，オメガシステムを利用して風の観測を

行う．受信とデータ処理は静止衛星打上国が担当するこ

とになっている．CABALSの開発と試験はアメリカで

1976年1月
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行われているので，その続行を要請する．航空機に対す

る危険を避けるため気球の飛行高度は30mb－50mbの

範囲とし，これをはずれた時は落下させる．なおこれと

同じ原理による飛行機から投下するドロップゾンデ及び

船や僻地から放球するいわゆる“upsonde”は熱帯の風

の観測に有効と思われるので開発を進めるべぎである．

　（c）観測船（dedicated　sphips）．特別観測期問中10

0N－100Sの赤道海洋上に50隻を配置し風の鉛直分布の

観測を行う．

　（d）商業航空による観測資料の収集．飛行機に自動

観測通報装置を搭載し観測結果を気象衛星中継で集め

る．

　FGGE参加国は1976年2月に開かれる政府間計画会

議でこの観測組織への各国の寄与にいつて意志表示を求

められるはずである．

　南半球複合観測組織．観測点の少ない南半球からは定

高度気球，漂流ブイ及び飛行機観測によってデータを集

めることが計画されている．

　（a）定高度気球観測組織は600個の気球に測器とテレ

メントリ・ビーコンを積み特別観測期間中20。Sと南極

の間に飛行させて観測を行う組織で，4か国がこれに参

加することになっている．すなわちフランスは600個の

気球を製造，輸送，放球し，アメリカの衛星TIROS－N

（1978年打上予定）を使ってデータを集め，これを処理

して伝送する．またこれに必要なAR．GOSデータ収集

系を開発する．イランは600個の電子装置とセンサーを

製作，輸送し，現地で組立てる，アルゼンチソとニュー

ジーラソドは放球施設と所要人員を提供する．

　（b）南半球漂流ブイ観測組織　300個のブイの放流が

計画されている．このうち150個をカナダが，50個を英

国が提供するはずであるが（ただし予算的には未確定），

更に100個が必要なので1976年2月の計画会議までにそ

の提供と放流の申込をすることを各国に要請する，ブイ

の観測及び放流計画を立てるには調整機関が必要なの

で，これを1976年2月までに作るべきである．ブイのデ

ータ処理組織の試験は1977年に実施する．またデータを

GTSで送るためのコードを作るようCBSに要請す

る．なおFGGE用のブイと海洋研究用のブイとの相互

利用を図るべきである．

　（c）自動飛行機観測組織　自動観測装置を飛行機に

積載して飛行中に観測を行い，着陸後に磁気テープの形

で観測データを集める方法はすでに実用化されGATE

にも利用された．米国ではこれに発信装置を付加し気象
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衛星を利用して集信する完全自動データ収集装置を開発

中で，1976年夏に第1回実験を行うことにな：っている．

もしこれが完成すればFGGEのみならず予報現業にも

役立つはずである．パネルはWMO事務局長が観測自

動化の導入をメンバー国や関係国際機関に勧奨するよう

要請する．また衛星打上国はデータ収集に協力してもら

いたい．

　2．FGGIEデータ管理システム

　FGGEで得られるデータは管理の便宜上，次のよう

に分類される．

　階級1（1evel　I　data）：測器の読取値とかセンサか
　　　　　　　　　　
らの信号のなまのデータ．

　階級丑（leve1皿data）：各種の簡単な測器から得ら

れる観測値または階級1のデータから算出された値で，

a，b，cに分けられる．すなわち

　皿一a：GTSで集められる現業データ．

　丑一b：n－aより遅れて入手される地球実験研究用デ

　　　　ータ．

　丑一c：気候研究用データ，遅れて入手される．

　階級皿（1evel皿data）：階級豆のデータに4次元解

析を施して得られるデータでa，bに分けられる．

　皿一a：丑一aから得られる現業用解析．

　皿一b：丑一bから得られる地球実験解析，リアルタイ

　　　　ムではないが準現業的に作られる．

　パネルは，1975年4月に開かれたデータ管理計画会議

の勧告を検討した結果，次の結論を得た．

　n－bデータの収集と処理のためのデータセソターと

いくつかのサブセンターを置く必要がある．n－bセン

ターの任務は，GTSで受信されない皿一bデータの収

集，これとGTSで受けられるデータとの取りまとめ，

チェック及び欠けているものの送信要求を行うことで，

データは観測後45日以内に集めるものとする．センター

はWM：CまたはRMC付属とする．

　WMO事務局長に対し，丑一bセンターの受入れ可能

性にいつて大きな通信中枢と協議し結果を1976年2月の

FGGE計画会議に報告すること，FGGEデータ処理計

画の進展状況をパネルに報告することを要請する．

　五一cデータは遅れて入手される気候研究用データ

で，丑一aにも豆一bにも属さないものをいう．皿一cデ

ータの収集，吟味，伝達の責任者はH－cデータ作製者

とする．

　1976年4月までにFGGEデータ処理専門家会議を開

き，データ処理計画を立案すべきである．
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　3．海洋研究計画

　FGGEのデータは海洋学のためにも役立つからFGGE

期間中に海洋と気象の共同研究を行うのがよい．赤道海

域の研究に関しJOCが海洋関係機関と協力するよう勧

告する．

　全世界の海面水温の測定はGARPの目的にとって非

常に重要であるが，気象衛星によるリモートセンシング

の精度はまだ不十分である．GAOにコンサルタントを

置き，その開発を図るべきである．

　赤道海域とアラビア海で海面混合層の力学的研究を行

うべきである．

　熱帯の風の観測に50隻の船を派遣することは容易でな

い．GAOはただちに国際，国内の関係機関（SCOR，

FAO，IOC，　ヨット協会等を含む）に文書を出して

GARPの内容を説明し協力を要請すべきである．

　熱帯の風の観測船，いわゆるdedicated　shipsは必ず

しも定点観測を行う必要はなく，またもの派遣はSOP

の全期間でなくてもよい．

　4．MONEXとPOLEX
　1979年に予定されているMONEXに先立ってイン

ド洋ではいくつかの実験が行われるが，それにはMO－

NSOON－77やCINCWIO（IOC　Cooperative　Investi－

gation　of　the　North，Central　and　Westem　Indian

Ocean）が含まれる．パネルはGAOに対しては，こ

れらの実験で得られた研究結果の相互交換を仲介する役

割を演ずることを，またJocに対してはMONEX
計画最終案が完成する前に会議を開き，この研究結果に

いつて討議すること，MONEX計画の立案にはアラビ

ア海混合層の研究も考慮することを勧告する．

　POLEXにはP－NORTHとP－SOUTHとがある
が，これらは別々の研究計画として扱うべきで，Joc

がそれぞれの研究範囲にいつて勧告を行うことを要請す

る．極地での気象観測はFGGEのために必要である．

極地の海洋や氷の観測も重要であるが，それが重視され

過ぎて他の計画に悪影響を及ぼすことがないよう留意す

べきである．

　5．実験の実施期問

　実施期間は1975年の5月に開かれたWMO第27回
ECで決定されているので，パネルはこれに基づき実施予

定表を作った（図1，一部省略）．これからもわかるよう

に1978年9月から約1年間が実験実施期間で，その中に

それぞれ2ヵ月にわたる2回の特別観測期間（SOP）

が含まれる．パネルは，これらSOP期間の中央の30

無天気”23．1．
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計　画　事　項
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日間にできるだけ完全なデータがとれるよう検討した結

果，船の派遣計画には融通性を持たせる必要があるとの

結論を得た．またFGGE期間中に西アフリカのモンス

ーンの研究を行うための特別観測期間を設けるというナ

イジェリアの提案に留意、した．

　6．実験実施計画

　各国のSOP及びWWW観測システムヘの貢献に
ついては，1976年2月までに確約を得る必要があること

が強調された．パネルで表明された各国の貢献のうちお

もなものは次のとおりである．

　アルゼンチン　定高度気球の放球所を提供する．海岸

からブイを放流する．若干のブイの提供を考慮中．

　ブラジル　前回表明に同じ，最終案は1976年2月に報

告．

　カナダ　ブイ150個と北極の自動観測所の予算要求を

行う．1976年2月までに最終結論を出す．

　フランス　前回表明に同じ．飛行機からの自動データ

収集を考慮中．詳細は1976年2月に報告．

　西ドイツ　前回表明に同じ，ただし船2隻の派遣は未

確定である．

　イラン　フランスと協力して定高度気球観測を実施．

　ナイジェリア　西アフリカでMONEX型の実験を

行うことを希望する．CABALSの放球地点を提供．

1976年1月

　日本前回表明に同じ，観測船1～2隻の赤道海域

派遺を検討中，もしこれで可能となれば期間に船上で特

殊観測を行う．

　イギリス　前回表明に同じ，南半球ブイ計画に参加し

50個を分担する予定．正式表明は1976年2月に行う．

　ソ　連　正式表明は1976年2月に行う．

　アメリ力

　気象衛星：極軌道衛星（TIROS）2個と静止衛星2個

を担当する．実験衛星SEASAT　とNIMBUS－Gを
1970年代末に打上げる．

　CABALS：データシステムテストの時に試験を行い

SOP期間に放球する．

　観測船：今のところ計画なし，ただしMONEX，PO－

LEXへの貢献については考慮する．

　定高度気球と漂流ブイ：TIR・OS－NによるARGOS

データ収集を担当．

　無人観測所：POLEX関連のアイス・ブイの放流を

考慮する．

　データ収集：WWW－GTSに全面参加，静止衛星に

よるデータ収集を行う．

　データ処理：アメリカの打上げる全気象衛星のデータ

処理を行う．FGGE期間中，毎日ワシントンのWMO

で皿一a，1皿一a，皿一bデータを作る．データ保管計画
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62 FGGE政府間パネル第2回会議に出席して

に参加．

　データ利用：FGGEデータによる完全な研究計画を

立案中，データシステムテストを続行する．

VAP：WWWの主要観測点及び通信中枢に対する支

援を続行する．

　7．FGGE政府間計画会議

　FGGE政府間計画会議を1976年2月にジュネーブで

開催することになった．この会議の目的は，パネルが採

択した計画の審理と，観測組織やデータ処理組織に対す

る貢献について各国に約束を表明してもらうためであ

る．会議に先立ちFGGE計画の欠陥を各国に知らせる

ための処置として，必要の場合にはWMO事務局長は

メンパー国に特定の貢献をするよう考慮を要請するもの

とする．

　時間がないため現在未解決の欠陥を全部検討すること

はできなかったが，次のような重要な欠陥事頁が指摘さ

れた．

　（a）丑一bデータの解析を担当する機関がない．

　（b）50隻の観測船が必要とされているのに対し，今

まで申出のあった船の隻数ははるかに少ない．

　（c）漂流ブイはカナダとイギリスが提供するものの

ほかに約100個が必要である．

　なお，次の事頁についても各国の考慮を要請したい．

　（d）衛星で伝達される遠隔地の観測．

　（e）衛星による伝達が可能な商業航空機搭載用の自

動観測通報装置．

海外だより

外国の気象観測所めぐり（6）

シンガポール航空測候所

1022，N，103055，E一

　日本が鎖国を解く少’し前に，英国は東洋の喉元にある

美しいこの島を手に入れた．面積は淡路島ぐらいしかな

い．赤道直下でどんなに暑いかと思うが，案外温和な海

洋性の気候で，しかも，タクシーにはちゃんとメーター

がついており，世界中の風俗の展覧会のようなこの島は

東南アジア旅行でもっとも落付けるところである．しか

し英国人がかって美しい別荘をならべていた海岸は日本

の企業によって埋立が進み，その前の海は日本のタンカ

ーの油で汚染されつつあるのを丘の上から眺めていると

肩身がせまいような気がする．

　この国には，せまい国土に50以上の雨量観測所があ

る．雨季は冬であるがマレー半島東岸ほど多雨ではな

い．冬の北東モンスーソの気流軸がいくぶん北風よりに

なり，全体としてその軸が南下するような年は珍ら’しく

大雨となる．年中ほとんど27。Cぐらいの温和な気候で

気象災害の少ないこの国でも雷雨による短時間の道路の

濫水はよく起る．

　ここでは100年以上の気象観測値が記録されており，

モンスーンアジアの気象に関する古典的な論文も多く発

刊されてきたが，その中心の気象台は独立した建物を持
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たず，港の近くの古めかしい郵便局の建物の中にある．

新興マレーシアのクァラルンプールの華やかな建物にく

らべると，なんとなく年齢を感じさせるような役所であ

る．ここには北海道大学の気象研究室に留学しておられ

た周徳さんがおられ，ある日，航空測候所へ案内して下

さった．東南アジアの多くの気象台とおなじで，ここが

予報中枢である．ハイジャック時代とあってここへ入る

のは大変である．あらかじめ書類を出しておいて，当日

はまず空港の憲兵隊へ出頭して写真入りの身分証明書を

胸につけてもらい，帰りにまたそこを通って出ることに

なる．

　せまいこの国ではすべての航路が国際線であり，航空

予報には国際的な協力が不可欠である．気温差が小さい

ため滑走路の気温予報は楽であり，濃霧もほとんどない

から日本より仕事は簡単である．しかし，等圧線は使え

ず，前線もほとんどなくて雷雨予報はむずかしい．対流

圏上部と下部とのコントラストが大きく，レーダーエコ

ーも高度によって進行方向が異なるため解析がむずかし

いと聞かされた．　　　　　　　　　　　（中島暢太郎）

、天気”「23．1．


